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災害発生地点

平丸地区地すべり 位置図

平丸地区地すべり防止区域
１１５．００ha

発生年月日：令和7年4月15日（火）
位置関係：平丸地区地すべり防止区域 上平丸地区内
被災状況：人家裏約20mの位置まで土砂が流出

（対象人家の住民は避難中）
地すべり規模：幅約30m、長さ約100m

妙高市

一級河川平丸川

新潟県

平丸地区

妙高市

上越地域振興局
妙高砂防事務所
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雨量：新潟県猿橋

積雪・気温：
アメダス関山

災害発生地点

気象状況

気温の上昇に伴う融
雪の進行と降雨によ
り、地盤に多量の水
が供給され、
間隙水圧が上昇し、
地すべりが発生したも
のと想定される。

融雪の進行(4/1～4/7)
55cm→0ｃｍ
融雪の換算雨量
55cm×0.5g/cm2＝
275mm

積雪深(cm)

日雨量(mm)

最高気温(℃)

気温の上昇

累積雨量(4/1～4/15)
57mm

4/1～4/15
累積雨量
   57mm

+
換算雨量
275mm

= 332mm

4/6
日雨量
  ２mm

+
換算雨量
140mm

= 142mm

融雪の進行(4/6)
28cm→0ｃｍ
融雪の換算雨量
28cm×0.5g/cm2＝
140mm
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被災箇所

平丸地区地すべり防止区域
１１５．００ha

昭和38年8月28日告示

災害発生地点

災害発生地点は平丸地すべり防止
区域内の東側の上平丸集落内で発
災した。

上平丸集落

下平丸集落
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地すべり発生範囲地すべり範囲及び被災施設、保全対象の位置
地すべり発生範囲

保全対象人家

地すべり発生範囲【地すべり規模】
W =約30m
L =約100m
T =約7m
V =約14,000m3

（約200m土砂流
出し、人家まで約
20mに迫る）

【被災施設】
農道L=30m
地すべり防止施
設
（横Bo工及び水路
工 土砂埋塞）

W=30
m

土砂流出延長
L=200m

妙高市
浄水場

大平沢川

平丸川

農道

一級市道平丸
寸分道上小沢線

市道上平丸新田線

農道及び付帯水
路崩落L=30ｍ

農道

保全対象人家

妙高市
浄水場

大平沢川

平丸川

土砂流出延長
L=200m

農道及び付帯水
路崩落L=30ｍ

横ボーリング工埋没
L=200ｍ

水路工埋没
L=15ｍ

L=100
m

横ボーリング工埋
没
L=200ｍ

水路工埋没
L=15ｍ

4月16日の調査時では流出した
土砂は保全対象人家や妙高市浄
水場など平丸集落及び県道まで
は到達していない

人家まで約20m

厚さt=10m→7mに修正しました。
当初は、10mとしていましたが、
断面形状から、地すべり層厚は7m
程度と想定されます。
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地すべり発生範囲 被災想定範囲

平丸地すべり防止区域 R7災関ブロック 調査平面図

（保全対象）
・妙高市浄水場(公共施設)
・人家 1軒
・県道飯山新井線 80m
・市道 146m
・一級河川平丸川 85m
・砂防指定河川大平沢川 55ｍ

地すべり土塊の到達範囲（２L２W）
※地すべり防止技術指針及び同解説より

県道
L=80m

平丸川
L=85m

人家

妙高市
浄水場

〇災関採択基準
・多量の崩土が渓流（大平沢
川）又は河川（平丸川）に流
入し下流河川に直接被害を及
ぼすと認められるもの
・都道府県道並びにその他の
公共施設のうち重要なもの
（浄水場）に直接被害を及ぼ
すと認められるもの

市道
L=146
m

冬期通行止箇所

妙高市浄水場

平丸浄水場について
・被害想定範囲内の平丸上水ポンプ施
設の給水範囲は平丸地区の５８軒。通
年の施設点検頻度は１回/日。４キロ
上流の取水施設点検は１回/月。

大平沢川 L=55m
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対応の時系列

【事業費について】
①県単独費（緊急対応分：大型土のう、警報システムなど）
②災関部分申請：4/24採択（応急対応分：大型土のう、仮水路工、伐採
工、測量調査）
③災関本申請：5/23採択（法枠工、土留め工、横孔Bo工、水路工）
災関事業費は計203,160千円

■R7年
4/15 15:30地すべり発生の連絡を妙高砂防事務所が受信

16:50現地確認4/16 10:50現地踏査
4/17～18 大型土のう設置完了
4/19 傾斜計と警報システムの設置完了
4/24 災害関連緊急地すべり対策事業 部分申請の採択
5/23 災関 本申請の採択
12/2 降雪前までに水路工以外を完成
■R8年
春～ 水路工を施工
8/26 竣工

R7年4月15日
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災害関連緊急地すべり対策事業について 7/49



監視・警戒態勢

平丸地すべり防止区域 R7災関ブロック 調査計画平面図

凡 例

転倒式傾斜計設置位置

傾斜計収録機設置位置

警報機設置位置

傾斜計ケーブル位置

転倒式傾斜計傾斜計データ収録発信装置

警報機設置

傾斜計-1

傾斜計-2

傾斜計-3

傾斜計-4

冬期通行止箇所

警報機設置
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監視・警戒態勢

地すべり変状の監視 観測データの情報共有（共有画面例）

転倒式傾斜計
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【部分申請】応急対策工等平面図

平丸地すべり防止区域 R7災関ブロック 応急対策工計画平面図

L=40m

大型土嚢-1

N=116個

N=110個
L=37m
2段積

(部分申請)
大型土嚢-4

2段積

仮水路-2(部分申請）
L=220m

仮水路-2設置状況

N=17個
L=6m
2段積

(部分申請)
大型土嚢-2

N=17個
L=6m
2段積

(部分申請)
大型土嚢-3

大型土嚢１設置状況

仮水路-1
L=40m

【部分申請内容】応急対策工事
・大型土嚢-2～4
（2段積み,Ｎ=144個）

・仮水路-2
（コルゲート管,L=220ｍ）
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【部分申請】平丸地区（地すべり）応急対策工等断面図

平丸地すべり防止区域 R7災関ブロック 応急対策工計画断面図

N=17個
L=6m
2段積
大型土嚢-2,-3(部分申請)

N=116個
L=40m
2段積
大型土嚢-1

N=110個
L=37m
2段積
大型土嚢-4 (部分申請)

仮水路-2(部分申請)

L=220m

【部分申請内容】応急対策工事
・大型土嚢-2～4
（2段積み,Ｎ=144個）

・仮水路-2
（コルゲート管,L=220ｍ）
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L=15m

【部分申請】調査計画平面図

平丸地すべり防止区域 R7災関ブロック 調査計画平面図

凡 例

ボーリング調査位置

測量測線と平面測量範囲

モノレール経路

BV7-1

BV7-2

BV7-3

BV7-4

L=13m

L=12m

L=8m

モノレール経路
-1

モノレール経路
-2

モノレール経路
-3

L=105m

L=50m

L=95m

冬期通行止箇所

BV22-2代替孔
L=18
m

平面測量：0.015㎢

縦断測量：0.38㎞

【部分申請内容】調査
・平面測量：0.015㎢
・縦断測量：0.38㎞
・調査ボーリング、観測作業：計5孔
・モノレール架設：計250ｍ
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地すべり発生範囲 【部分申請】調査計画断面図

平丸地すべり防止区域 R７災関ブロック 調査計画縦断面図

元地形

地すべり後地
形

崩積土

崩積土の厚さ確
認
土留工など構造
物
支持層の確認

すべり面深度確
認
歪計と水位観測
孔設置

背後斜面への拡
大有無の確認の
ため歪計と水位
観測孔設置

既往ブロックの
変動状況を確認

県道飯山・新井
線
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【部分申請】応急対策スケジュール

平丸地すべり防止区域 R7災関ブロック 応急対策スケジュール

赤文字部分は部分申請を行う

摘要

応　急　対　策　ス　ケ　ジ　ュ　ー　ル

作業内容
4月・5月

28日～4日

4月 5月・6月

26日～1日

5月 5月

5日～11日 12日～18日

測量・調査

4月

14日～20日 21日～27日

5月

19日～25日

仮水路設置①

現地調査

倒木処理①

モニタリングシステム設置

大型土嚢設置①

観測作業

倒木処理②

大型土嚢設置
②③④

仮水路設置②

GW

発災日(4/15)
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【本申請】本復旧対策工案平面図

平丸地すべり防止区域 R7災関ブロック 本復旧対策工案平面図
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【本申請】本復旧対策工案断面図

平丸地すべり防止区域 R7災関ブロック 本復旧対策工案断面図
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【本申請】対策スケジュール

平丸地すべり防止区域 R7災関ブロック 対策スケジュール

工   種 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 備考

現地調査 県単独

モニタリングシステム設置 県単独

倒木処理① 県単独

大型土嚢設置① 県単独

仮水路設置① 県単独

測量・調査 部分申請

観測作業 部分申請

倒木処理② 部分申請

大型土嚢設置②③④ 部分申請

仮水路設置② 部分申請

横ボーリング工 本申請

土留工 本申請

法面工 本申請

水路工 本申請

後片付け 本申請
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地すべり状況【UAV全景写真】

L≒100m

W≒30m

斜面傾斜約30度

地すべり土塊の到達：
地すべり末端から約90m

H22調査ブロック
・横孔ボーリング工など施工

残雪残る4月中旬
に地すべりが発生。
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地すべり状況【UAV全景写真】

・地すべり土塊として斜面内に残存。
・樹木は足元がすくわれるように、山側
に傾動している。

・土は攪乱状を
呈し、下方に流
下。

・樹木は頭が下
方に倒れるよう
に倒木している。
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地すべり状況【頭部滑落崖の状況】

撮影位置図

明瞭な滑落崖を形成
し、風化泥岩の露頭
が認められる。
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地すべり状況【滑落崖の湧水点】

撮影位置図

滑落崖の一部に
湧水が認められる。
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地すべり状況【ブロック背後の斜面】

撮影位置図

地すべりの拡大が懸念され
る亀裂など変状は認められ
ない。
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地すべり状況【側方崖、農道崩落状況】

撮影位置図
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地すべり状況【ブロック中腹付近】

撮影位置図
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地すべり状況【崩積土砂】

撮影位置図
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地すべり状況【崩積土砂の最下流部】

撮影位置図
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地すべり状況【まとめ】

・頭部から側方にかけて明瞭な滑落崖が
形成されていた。

・滑落崖の背後には、拡大が懸念される
段差など変状は認められない。

・地すべり土塊は、倒木と共に、ほぼ地
すべり長（L）の範囲まで流下した。

・湧水は、滑落崖で認められた。

（融雪期に発生した地すべりのわりに、地すべり土塊の含水
が少ない。地下水位も低い印象も受けた。）
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調査結果【調査位置】

ブロック内：ボーリング２孔
地すべり層厚の把握等を目的とする。

背後斜面：ボーリング１孔
背後への拡大可能性等を把握するこ

とを目的とする。

下方斜面：ボーリング１孔
崩土の厚さ、支持層の確認等を目的

とする。

下方斜面：ボー
リング１孔

下部斜面の活動度の
把握を目的とする。

下方斜面：簡易貫入試験2孔
崩土の厚さの把握を目的とする。
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調査結果【ボーリングコア状況】

深度12.0～12.3m間、指圧で容易に潰れるほ
ど、軟質な粘土状コアとなる。

＜BV7-2 地質区分＞
深度0.0～5.1m  岩片混じり砂質シルト
深度5.1～9.9m 強風化泥岩
深度9.9～13.55m 風化泥岩
深度13.55～ 泥岩

BV7-2●

深度9.9m

深度5.1m

深度13.55m

BV7-2 ボーリングコア状況
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調査結果【ボーリングコア状況】

BV7-3 ボーリングコア状況
＜BV7-3 地質区分＞
深度0.0～0.9m  岩片混じり砂質シルト
深度0.9～6.7m 強風化泥岩
深度6.7～10.15m 風化泥岩
深度10.15～ 泥岩

深度7.0～7.2m間、指圧で容易に潰れる
ほど、軟質な粘土状コアとなる。

BV7-3●

深度6.7m

深度0.9m

深度10.15m
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調査結果【地質構成】

地質断面図

BV7-2すべり面下端 12.3m

BV7-3すべり面下端 7.2m
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調査結果【簡易揚水試験結果】

BV7-2●

BV7-3●

地下水賦存状況

・すべり面以浅では、揚水
量は確認されなかった。

・すべり面以深に毎分4～6
㍑の揚水量が確認された。

・回復水頭は、すべり面付
近となる。
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調査結果【試錐日報】

試錐日報解析図 BV7-2

BV7-2すべり面下端：深度12.3m

・掘削に伴い、水位も
低下する。

・翌朝水位の上昇は認
められない。

BV7-2●
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調査結果【試錐日報】

試錐日報解析図 BV7-3

BV7-3すべり面下端
：深度7.2m

・掘削に伴い、水位
も低下する。

・翌朝水位の上昇は
認められない。

BV7-3●
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観測結果

BV7-1(ブロックの背後斜面内） 地下水位変動状況
BV7-1●

横孔ボーリング工 施工期間

2025/7/9～9/30       10/24～11/13
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観測結果

BV7-2 地下水位変動状況

BV7-2すべり面下端：深度12.3m

横孔ボーリング工 施工期間

2025/7/9～9/30       10/24～11/13

BV7-2●
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観測結果

BV7-3 地下水位変動状況

BV7-3すべり面下端：深度7.2m

横孔ボーリング工 施工期間

2025/7/9～9/30       10/24～11/13

BV7-3●
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観測結果

BV7-2すべり面下端：深度12.3m

＜BV7-2＞
深度0～6m, 13mで潜在変動レベル

(100μ/月,やや累積傾向)が認められる。
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観測結果

BV7-2すべり面下端：深度7.2m

＜BV7-3＞
深度0～6m, 9mで潜在変動レベル

(100μ/月,やや累積傾向)が認められる。
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下方斜面の安定性について

R7災関ブロック

H22調査ブロック※

※H23～24に横孔ボーリング工施工済み

H22調査ブロックの安定
性を確認するため、本
業務で観測孔の再設置
を行った。

観測によって、次の諸点が
明らかとなった。
・地中変位は認められない。
・安全率の極端な低下も認

められない。
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地すべり機構解析

素因
①地すべり履歴を有する斜面である。
②風化しやすく強度低下しやすい堆積軟岩の

分布域である。
③地表水・地下水が集まりやすい集水地形を

呈している。

誘因
①融雪により多量の地下水が供給された。
②連続した降雨も生じており、更に地下水が

供給された。
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地すべり機構解析

① 地すべり発生前

H22調査の地すべりブロック

地すべりが発生した斜面
・傾斜：約30度
・地質：崩積土～風化岩

湧水あり
(H22調査報告書より)
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地すべり機構解析

② 地すべり発生前（地下水供給）

もともと湧水が認められていた
斜面脚部の脆弱化が進行した。

豪雨や融雪水に多量の
地下水が供給された。
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地すべり機構解析

③ 地すべり発生

地すべりの発生

土砂、倒木の流出
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対策工法の検討

表-1 地すべり対策工の分類
（『砂防・地すべり 計画と設計 -地すべり編-』新潟県土木部砂防課）
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対策工の検討【対策工計画平面図】

水路工、開暗渠工：
地表水を速やかに地外へ。

横孔ボーリング工：
融雪や豪雨時に供給される

地下水を未然に排除する。

土留工：
地表部の安定を図る。

法面工：
滑落崖の保護を図る。
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対策工の検討【対策工計画断面図】

土砂流出距離：L=185ｍ

BV22-1【投影】

BV7-4(観測孔なし)【投影】
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DL=452.64m
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DL=445.68m
Dep=2.30m
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DL=456.59m
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BV7-2(水位・歪)【投影】
DL=493.569m
Dep=18.00m

【BV22-2代替孔】
BV7-5(水位・歪)【投影】

DL=435.658m
Dep=18.00m

大型土のう

横ボーリング工②【投影】

横ボーリング工③

法枠工(F200-1200×1200)
平面積S≒550㎡ 斜度1：0.8
550×1.281＝704.55
表面積A≒705㎡

孔口標高DL=479.000m

打設角度＋3°

打設角度＋3°

土留工(ふとんかご工)①

ドレーンパイプ打設(湧水箇所)

水路工(開渠工)
ポリエチレン開渠300型

水路工(開渠工)
ポリエチレン開渠300型

孔口標高DL=465.000m

土留工(ふとんかご工)②

大型ふとんかご3段積み×L=54ｍ

大型ふとんかご2段積み×L=43ｍ

ΣL=162ｍ

ΣL=86ｍポリエチレン開渠300型
水路工(明暗渠工)

L=20ｍ×5本 ΣL=100m

L=25ｍ×5本 ΣL=125m

横ボーリング工①

L=20ｍ×5本 ΣL=100m
打設角度＋3°

孔口標高DL=498.000m

L≒51ｍ

L≒449ｍ

L≒449ｍ

R7.6.10水位線

想定崩壊前水位線

対策工後最高水位線
R7.11.22

横孔ボーリング工

土留工
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対策工の検討【横孔ボーリング工の施工状況】
土砂流出距離：L=185ｍ
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BV7-5(水位・歪)【投影】

DL=435.658m
Dep=18.00m

大型土のう

横ボーリング工②【投影】

横ボーリング工③

法枠工(F200-1200×1200)
平面積S≒550㎡ 斜度1：0.8
550×1.281＝704.55
表面積A≒705㎡

孔口標高DL=479.000m

打設角度＋3°

打設角度＋3°

土留工(ふとんかご工)①

ドレーンパイプ打設(湧水箇所)

水路工(開渠工)
ポリエチレン開渠300型

水路工(開渠工)
ポリエチレン開渠300型

孔口標高DL=465.000m

土留工(ふとんかご工)②

大型ふとんかご3段積み×L=54ｍ

大型ふとんかご2段積み×L=43ｍ

ΣL=162ｍ

ΣL=86ｍポリエチレン開渠300型
水路工(明暗渠工)

L=20ｍ×5本 ΣL=100m

L=25ｍ×5本 ΣL=125m

横ボーリング工①

L=20ｍ×5本 ΣL=100m
打設角度＋3°

孔口標高DL=498.000m

L≒51ｍ

L≒449ｍ

L≒449ｍ

R7.6.10水位線

想定崩壊前水位線

対策工後最高水位線
R7.11.22

R7/9～11月の水量調査：毎分
1～5㍑の集水量が確認されて
いる。
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対策工事 完了 49/49



ご清聴ありがとうございました。
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